観光によるまちづくり
～長崎の観光～
清水康太郎

もくじ

1. はじめに　
2. 観光について

２－１　観光の歴史

２－２　観光の目的
２－３　観光の形態

２－４　観光をまちづくりに活かしていくためには

3. 住民側からみる観光
３－１　住民側の要望
３－２　住民側の課題

4. 観光客側からみる観光
４－１　観光客側の要望
４－２　観光客側の心構え
5.政策提案
　　５－１　夜景観光

　　５－２　自分たちでつくる長崎さるく博

６．これからの観光
　　６－１　ホスピタリティ精神の重要性

　　６－２　ユニバーサルデザインなまち
　　６－３　観光によるまちづくりができること
１．はじめに

このテーマを選んだ背景として、近年、観光産業は世界的にみても著しい成長を遂げていると言われている。世界旅行産業会議（ＷＴＴＣ）の調査では、その産業規模は、97年には3兆4,610億ドルを占め、全世界ＧＤＰの11.6％に達している。さらに同調査においては、2010年には観光産業は全世界のＧＤＰの12.5％、雇用人口は10.9％にまで上昇すると予測されており、世界の基幹産業に成長しつつある。グローバル化が進行していく中で、観光産業は「21世紀最大の産業」になるとも言われている。
また、わが国では、2008年に観光庁を発足。観光立国の実現にむけた「観光立国推進計画」では、観光立国の実現に関する施策についての基本的な方針や、目標である
1 日本を訪れる外国人旅行者数を平成22年までに1000万人にする（観光庁発足時730万人、今後年間平均8%の増が必要）
2 日本人の海外旅行者数を平成22年までに2000万人にする（観光庁発足時1750万人、今後年間平均3%の増が必要）

3 国内観光旅行消費額を平成22年までに30兆円にする

4 日本人の国内観光旅行による一人当たりの宿泊数を平成22年度までに年間4泊にする（観光庁発足当時2.77日）

5 日本での国際会議の開催件数を5割以上増やす（観光庁発足時168→258）
といった五つの項目を掲げ、観光の促進のために国単位で取り組んでいる。というのも、我が国を取り巻く社会経済環境は、本格的な人口減少・高齢社会の到来、ＧＤＰの約１,７倍の長期債務を抱えている財政等、大変厳しい状況にあり、将来にわたって持続可能な国づくりを進めるためには、我が国の人材・技術力・観光資源などの優れたリソースを有効に活用することが重要である。このため、地域経済の活性化・雇用機会の創出・国際相互理解の増進等につながる観光立国の実現は、我が国の21世紀の国づくりの柱として、今後ますます取り組みを強化することが求められると考えられているからである。
このように、観光産業への需要は大きく、各地方にみられる「まちづくり」の基礎に観光産業をおいている地域も珍しくない。もちろんすべての地域にあてはめることは不可能であり、様々な地域の中には、観光がまちの活性化に役立つ最善の策だとはいえない地域もあるだろう。また、観光といってもまったく同じものは一つもなく、地域それぞれの特徴や独特の文化を生かしていかなければならない。そのためには、その地域にあった観光の形態を把握し、他の地域との差別化を図っていく必要がある。しかしながら、今後この観光産業が地域活性の大きな役割を担うことは当然のことであると思い、観光によるまちづくりを考えていきたい。
２．観光とは
　そもそも、「観光」というものはどういったものなのだろうか。1章で観光がどれほど期待された力を持っているのかがわかったが、観光によるまちづくりを進めていくにあたって、まずは「観光」というものをしっかりと理解する必要があると考える。「観光」とはどういうものなのか、観光する人々は何を求めているのか、観光にはどのような形態のものがあるのかなどそれぞれ整理していこうと思う。そのなかで最終的には、まちづくりの基礎とするための観光のテーマを考えていきたい。
２－１　観光の歴史

　「観光」という言葉は、幕末に英語の“Tourism”の訳として、中国の『易経』の「観国之光、利用賓于王」（国の光を観るは、もって王の賓たるによし）から採られたものである。ここにある“国の光”とは、他の国や地域の歴史、文化、風俗、風景を見て学ぶという意味で使われていた。現代的な意味での「観光」が使われ、定着し始めたのは大正時代以降のことだと言われている。
今日では、「観光」が現代人の生活に欠かせないものであることは誰しもが感じることだろう。特に余暇社会といわれる今日、観光は余暇の過ごし方の重要な要素である。また、今日ほど当然視されていなかったかも知れない江戸時代それ以前から、伊勢参り・善光寺参りや日光詣でなどの旅や花見・紅葉狩り・月見の宴など四季を楽しむイベントは、庶民の生活習慣としても、古くから存在した。他国を見ても、ローマやメッカなど聖地への巡礼はもとより、旅や登山をはじめフィッシング・ハンティング・キノコ狩りなど、広く世界の庶民の生活と観光は古くから結びついていた。ただ、近代以前の観光は、そのほとんどが宗教的行動・生産的行動のものであった。というのも、日常生活の中で自由な余暇時間を独自に保ちえたのは、一部の階級の者であり、庶民一般にとって労働時間と余暇時間とは明確に分離されたものではなく、余暇行動は労働と結びついた収穫や成果の祝とか安息日における宗教的行為に伴う祭や信仰に伴う旅の内容の一部に含まれ達成されてきたとされている。それらの場合には、余暇行動が主目的ではなく従目的として扱われていた。庶民にとって、労働と余暇とが社会生活上明確に分離されるようになるのは近代社会になってからであり、この意味で、観光自体が一般庶民生活の上で独自の地位を確立するのは、余暇の社会的概念が成立する近代社会になってからといってよいだろう。
２－２　観光の目的
誰もが必ず、観光に行くという前提には目的が存在している。先ほど観光の歴史で述べたように、近代以前の観光の目的には「宗教」を目的にするものや、生産行動によるものが多かった。しかしながら、現代的な意味での「観光」が使われるようになってからの観光の目的は、時間の経過とともに変化してきた。これは、鉄道、船舶以外にも航空機や車など、交通機関の整備・能力の飛躍的な発達や、国民所得の増加、余暇の増大、マスメディアの発達により情報を得やすくなったことが要因として考えられる。その他にも、都会への人口集中や公害などによる、自然への逃避欲求を刺激するようになったことも要因の一つだと考える。このような社会背景が現代の観光を飛躍的に発展させるなかで、人々の観光の目的は大きく３つの目的に分類できると考える。
1 精神的目的　→　宗教的、博物館・美術館の見学、スポーツ観戦、演劇・音楽鑑賞　　　　　　　　　　　　　　
2 身体的目的　→　温泉、療養、スポーツレクリエーションなど

3 経済的目的　→　ショッピングなど
このように様々な観光の目的が存在する中、観光によるまちづくりを進めていくためにも、外から来る観光客が何を目的としているのかしっかりと把握する必要があり、その目的を果たせるようまちづくりに反映させていかなければならない。
２－３　観光の形態
　　観光の目的が時代とともに変化を遂げたように、観光の形態そのものも変化を遂げてきた。この背景には、観光の目的同様に、交通手段の発達による観光がより身近なものになったことが挙げられる。交通整備が整っていない以前では、観光は比較的限られたエリートのみが出来ることであり、旅行出来ること自体が社会的ステータスであった。しかし、19世紀後半になると鉄道による団体・集団旅行が広く行われるようになり、また、交通手段の発達により、経済的格差による「いけるものといけないもの」という違いが出なくなってきた。20世紀に入ると、自動車や航空機などの発達は地理的な移動を平等化していった。観光が一般化し、こうなると人々は以前より観光に対し様々な目的を持つようになった。そして、趣味の違い、観光に対する目的の違いが観光の形態を多様化させたのである。その例として、以下のものが挙げられる。
1 ＜団体旅行から個人旅行＞
それまでの旅行といえば、慰安旅行やツアー会社による団体旅行が一般的であった。しかし、交通手段の発達や、マイカーの普及により、個人または少数の人数で好きなところへ観光に行くようになった。
2 ＜宿泊旅行から日帰り旅行＞
これまでは、居住地から離れた寺社、名所、絶景所など「観光地」や「観光資源」を目的にし、長い時間をかけて観光をしていた。しかし最近では、近場に食事やショッピングを楽しむだけに出かける手軽な観光が多く好まれるようになった。
3 ＜見学型から体験型へ＞
観光が一般化し、どこへ行ったのかが重要ではなく、どこで何をしたのかが重要視されるようになってきた。そこで、博物館や美術館を見て回るだけの観光で物足りず、実際に体験できる観光が好まれるようになった。
２－４　まちづくりに活かしていくために
　上記までに述べてきたように、「観光」がどういったもので、何を求められているのかをしっかりと理解したうえで、それをまちづくりへ活かしていかなければならない。まちづくりの基礎に観光をもってくるためには、絶対条件として、そのまちが魅力あるものでなければならない。いくら観光をまちの基礎にもってきたところで、魅力のないまちでは観光が成り立たず、それを消費する観光客も訪れるはずがないからである。「都市観光を創る会」の調査によると、魅力有る都市の条件として「街並み、景観が良い」「食べ物がおいしい」「歴史、文化遺産がある」「地域に個性がある」などが挙げられている。逆に魅力のない都市としては、「個性がない」「不衛生」「無機質」「何もない街」などが挙げられ、このようなまちは避けなければならない。

当然のことだが、まちには個性や差異性があり、それらを上手く利用し魅力的な観光地にならなければならないが、観光をまちづくりに活かしていくために重要なことは“地元住民の目線と観光客側の目線の両方にたった観光によるまちづくり”をしなければならないと考える。ここで言う“目線にたつ”とは、それぞれの立場にたって意見や要望のようなものをきちんと考えていくというものである。どんなに観光に力を入れようと思っても、観光客が魅力的に感じないまちづくりでは、誰も訪れようとしない。観光客が何を求めてどのようなものを魅力に思って訪れるのかをしっかり考えなければならない。そうかといって、観光客側ばかりに目を向け、利益ばかりを考えたまちづくりでは、まちの魅力を支える住民の不満や負担が大きくなってしまう。魅力あるまちづくりのためにも、両者の目線にたった観光を考える必要がある。
３．住民側からみる観光
２章で記したように、「観光」をまちづくりのために活かしていくには、住民側と観光客側の双方の立場に立った「観光」を考えなければならない。そのためにも本項では、住民側の立場から観光というものをみていき、住民にとってのあるべき「観光」を考えていきたい。
３－１　住民側の要望
　住民側にとって、観光によるまちづくりとは、自分たちが生活するまちがどのようなものであって、自分たちが支える観光にどのようになってほしいのかの双方を考えなければならない。住民側の立場に立ち、要望を考えると
1 まちの魅力を伝えたい
　地元住民にとって、訪れてくれる観光客にはまちの魅力を100%伝えたいだろう。自分たちが守る地域の特色や歴史を満喫してもらうのはもちろんのこと、観光客が魅力あるまちだと感じればたくさんのリピーターとなってまた訪れてもらうことができる。

2 生活の保全
　観光客が楽しめるように努力することも重要ではあるが、まちの観光を支える地元住民の生活を守ることも重要である。騒音やゴミ問題、治安の悪化など住民側にとってマイナスとなる要素が増えていけば、観光に対する取り組みの質も低下してしまう。観光客のためにも、観光地を支えていく地元住民の生活を守ることは重要である。
3 まち自体の機能の向上
　まちの施設や道路整備など、まち自体の質が向上すれば、まちの魅力を楽しむ観光客側のサポートにもなり、観光を支える側の地元住民にとっても、生活環境が向上することにつながり、仕事に一層励むことができる。

３－２　住民側の課題

　住民側の要望をふまえ、次に住民側がやらなければいけないことを考えていきたい。もちろん住民だけではできることに限界があり、民官の協力を得ていかなければならない。しかしながら、観光を支えているのは地元住民であり、魅力あるまちづくりのためには地元住民が率先して行動していくことが重要になってくると考える。
そのための課題として
1 観光客の声を聞く

観光を支えているのが地元住民ということもあり、一番観光客に接する機会が多いのもまた地元住民である。地元住民が観光客とコミュニケーションをしっかり取っていくことにより、どのような観光がいいかであったり、どのような点に不満を感じていたりするのかを調査し今後の観光に活かすことができる。そのためにも、お土産売り場や観光ボランティアなど、観光客とふれあえる場を多く設け、観光客の声を拾っていく必要がある。

2 行動に移す

地元住民が、観光は自分たちが作り上げているという自覚を持ち、また、自分たちの生活を守るのも自分たちであると自覚し、率先して行動していかなければならない。そのためには、住民参加型の観光が有効ではないかと考える。富山県の事例では、観光というテーマではないが、住民による文化財の選定を行う「とやま文化財百選事業」というものが行われている。これは、その土地の住民自ら文化財を選ぶというものだが、自分たちで選ぶということにより、その地域の文化財に興味を持ち、文化財の保存意識をたかめていくものである。これらは観光によるまちづくりにも有効であると思われ、住民みずからが観光のことを考える、動いていくことが必要だと考える。
3 観光地となる準備をする
これは観光を商売としない一般住民のことであるが、日本人の特徴として、外部の人間を受け入れるのが下手である。日本人同士ならばまだましなほうだが、外国人相手となると、対応にとまどってしまう。気持ちよく観光してもらい、また来たくなる場所だと思ってもらうため、観光地として多くの人を受け入れる体制を整えておかなければならない。
４．観光客側からみる観光
観光客にとって魅力を感じるようなまちづくりをしなければ、観光によるまちづくりは成功したとはいえない。「観光」という武器を利用し、まちづくりをしていくためにも、観光客側がどんなものを求めているのかというのをしっかりと把握していき、魅力あるまちづくりをしていかなければならない。

４－１　観光客側の要望

　２章で述べたように、観光の目的や形態が大きく変わってきたように、観光客が求めるものも様々である。

1 交通整備の向上

マイカーの普及により、多くの人たちが自分の車で観光を楽しむようになった。そのため、慣れない土地のため道に迷ってしまう不安や、行く先々で駐車場などの心配をしなくてすむような交通整備を充実させなくてはならない。また、車で訪れていない観光客にも楽しんでもらえるよう公共機関も充実させてほしい。
2 時間にしばられない観光

仕事終わりの夕方からの観光や、朝早くの観光など、観光客によって観光する時間帯は様々である。自分の空き時間を有効利用でき、時間に縛られないで観光を楽しめるようなプランや、観光施設の時間帯を考えてしてほしい。
3 見学型から体験型の観光
従来の観光では博物館などを見て回るのが主流であったかもしれないが、観光客にとっては日常では味わえない非日常を求めているものであり、イベントに参加できたり当時の衣装を着用できたりなど体験型の観光を充実させてほしい。

4 人数にしばられない観光
観光が身近なものになり、団体旅行から個人もしくは少数の観光客が増えてきた。これらに対応するためにも、少数ならでの特典や宿泊施設の充実など設けてほしい。また、自分の趣味にあったプランなども充実させ満足感を味わいたい。
４－２　観光客の心構え

　観光客側がもとめるものに応えていくというのも重要だが、観光客がすべてではなく、観光客側が配慮しなければならないことも当然存在する。そもそも「観光」とは、他の地域の文化に触れるために訪れるものである。そのため観光客側は自分たちの要望にまかせた好き勝手な行動をするのではなく、その地域の文化に触れるためにも、その土地のしきたりなどにしたがっていかなければならない。観光客側にとって観光とは、日常から切り離して非日常を満喫させてくれるものであり、時間帯に縛られたくないなどのある程度の自由を求めるものだが、観光を支える地元住民の生活を守り、思いを味わうためにも、観光客側の配慮も大切である。
　観光客のマナーが問題視される顕著な例は、海外旅行である。文化の違いが大きくでる海外への観光では、自国のルールが適用されないことがしばしばあり、海外観光客のマナーが問題視されたニュースを目にする機会は多い。幸い、英国の旅行会社による調査では、日本人が「良い観光客」の1位に選ばれており、2位の米国人に35ポイントの差を付けてのトップで、礼儀正しい日本人は欧州に大歓迎されているようである。日本人が総合で1位に選ばれた理由は、態度や行動で「礼儀正しく整然としている」と評価されたほか、「物静かである」ことも一因となっているようだ。その反面、「最悪の観光客」に選ばれたのは、フランス人である。欧州各地でも現地語を使わずフランス語で押し通す態度が「無礼」「寛大さが欠けている」などと評価された。ただ、「寛大さの欠如」で1位だったのはドイツ人であったようだ。

このように、観光地でも自分たちのルールを押し通してしまうような我がままでは、マナー違反であり、旅行先ではその土地のルールに従う寛大さが観光客に求められる。
５．政策提案

　ここまで「観光」の歴史や目的などを述べてきたが、本章では具体的な観光政策を提案していきたいと思う。観光政策を提案するにおいて、長崎県の特徴を上手く活かしていくことはもちろんのこと、観光客のニーズにも応えていけるような魅力ある政策を考えていきたい。
５－１　夜景観光
これは、長崎が持つ魅力の一つである夜景を活かした観光である。長崎の特徴として、
山が多く土地が少ない県であり、そのため住居やお店などのさまざまな建物が山の斜面にそって頂上付近まで建てられている。それらの建物から出される光の一個一個が幻想的な夜景を作り上げており、観光資源として注目されている。旧日本三大夜景に選ばれた長崎の稲佐山をはじめ、長崎市の鍋冠山公園、佐世保市の弓張岳公園など多数の夜景スポットが存在し、昼間に見た長崎とはまた違った魅力が引き出せるはずである。
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　1）稲佐山から見た夜景　　　　　　２）弓張岳公園から見た夜景
この夜景観光のメリットは、夜に観光ができる点である。普通の観光施設であれば、夕方には閉館してしまい夜は宿泊施設や限られた場所で過ごすしかなかったが、夜からできる観光があれば、昼間から夜間まで存分にゆっくりと他の観光地を周ることができるし、仕事終わりの方でも観光をすることができる。それゆえ、日帰り観光から宿泊観光への変化や夜間の観光といった新しい観光スタイルが確立でき、経済効果が高まっていくはずである。
この考えと類似したものとして、長崎市では長崎夜市というものが開催されている。これは、夏の期間の毎週土曜日の夜に開かれる期間限定のものであり、縁日や芝居・大道芸など昭和初期のレトロ風情を楽しめるイベントである。また、グラバー園などいくつかの観光施設では夜間の営業も行っており、園内の施設がきれいにライトアップされる。このように、夜間の魅力を引き出し、夜でも観光ができることをアピールすることでさらなる観光客を得ることができると考える。
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3） 長崎夜市　　　　　　　　　　　　　　４）グラバー園の夜間ライトアップ
　しかしながら、夜の観光というのはメリットもあるがデメリットも存在する。夜間の観光が活発化してくればそれだけ人の出入りも増加し、治安の悪化が懸念される。地元住民の生活を守るとともに、一人旅や少人数、女性だけで訪れる観光客を守るためにもこの問題対策は早急にやらなければならない事項である。また、夜間の観光を充実させるためには、観光施設以外にも駐車場や公共施設、初めての観光客でも道に迷わないような看板などのまちの機能を高める必要がある。
　夜間の観光は確かに高い経済効果をもたらし、観光客に満足のいく観光を提供できるかもしれないが、そのためにもしっかりとした対策をたて、デメリットなどの不安材料を無くしていかなければならない。

５－２　自分たちでつくる長崎さるく博
はじめにこのさるく博とは、歩きながら長崎の観光や見聞を深めるというコンセプトを持った、「日本初のまち歩き博覧会」と定義されている。従来の博覧会と比べた場合のメリットは

1 大掛かりな施設を必要としないため、コストを削減し地域性を引き出せる
2 煩わしい手続きもなく、行動パターンも画一化されない

3 地域住民がガイドを行うことで、地元企業等も積極的に参加できる

4 コースのほとんどが低予算で参加でき、自由度が高い

などが挙げられる。
大本の企画は長崎出身のシンガーソングライターであるさだまさしが考えたものであり、別府市で行われている体験型イベントが企画のベースとなっている。
このさるく博には大きく分けて三つの種類があり

＜遊さるく＞

さるくマップを片手に、あちこち立ち止まりながらゆっくり歩いく１コース約１時間半程度のもの。全５３コース。それぞれのコースで長崎らしい特色のあるまち歩きが楽しめる。

＜通さるく＞

　地元ガイドといっしょにまち歩きを楽しむ「長崎通さるく」。コースは３８コースあり、和・華・蘭文化を体感することができる

＜学さるく＞

長崎ならではのテーマについて、専門家による講座や体験を通して、さらに深く探求できるメニュー。参加型の講座や、とっておきの道を歩く本格的なウォーキング、めったに聴けない先生による１テーマ掘り下げタイプのワークショップなどバリエーションは様々。
これらのコースは平均して１～２時間程度のものであり、ツアー側があらかじめコースを数十種用意している。しかしながら、今の時代では旅行というものが人々の身近に存在し、旅行に行ったというだけでは観光客の満足を得られなくなった。観光の形態が多様化した現在、旅行に行くというのはもはや当たり前であり、どこの観光地に行ったのか、観光地で何をしたのかという中身が重要視され、自分の欲求を満たすために人とは違った場所や違ったことをやりたいということに興味を持つようになった。
そこで提案したいのが「自分たちでつくる長崎さるく博」である。自分たちでつくるというのは、ガイドを務める地元住民と観光客が話し合い、自分たちだけのコースを作って観光していくのである。このメリットとして、住民側は紹介したいまちの魅力を存分に紹介でき、地元企業の参加も容易になる。観光客側からみると、一つの観光客に対して一つのコースを作っていくので、時間帯に縛られない・自分の行きたい場所や自分らが知らない情報を教えてもらえ、移動手段やその日の天候によってコース変更できるなど自由度が高いと考える。特に長崎のような混雑した道路環境や、坂道・迷ってしまうような小さな路地が多いまちを観光客だけであちこち散策していくのは困難である。また、実際に現地で観光していて、いろいろ変更したいことが生じた時でも自分たちだけのコースであればいくらでも変更は可能であり、地元のガイドが付いていれば確実なアドバイスを得られ、満足のいく観光ができるはずである。
このほか、まちあるきのメリットとして、観光客だけのものではなく地元住民も気軽に利用できることが考えられる。健康のためや趣味の一つとして地元住民がこのまちあるきに参加することで、まちの良さを再認識・新発見でき、地元住民が一番のファンになるためのチャンスにつながっていく。まちあるきという誰にでもできることが、観光の起爆剤となるに違いない。
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５）さるく博の風景　　　　　　　　　　　６）路面電車と車が一緒に走る道路
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７）急な坂道、路次
６．これからの観光
　これまで観光によるまちづくりを論じてきたが、「観光」というものは時間の経過とともにその形や求められるものが大きく変化してきていることがわかった。本章では、これまでやってきたことのまとめとして、これからのニーズに応えるべき「観光」のあるべき姿を考えていきたいと思う。
６－１　ホスピタリティ精神
観光によるまちづくりは、観光客を地域の文化や商業，歴史，自然，風景といった様々な生活の局面で迎え入れる。そして、その生活を支えているのが地元住民であり、創りあげるのもまた地元住民である。つまり、これからの観光は「ヒト」と「ヒト」との交流の場なのである。 

このような「ヒト」と「ヒト」との交流の場である観光のまちにとって、重要なものがホスピタリティの精神だと考える。このホスピタリティとは、「思いやり」「心からのおもてなし」という意味であり、特にサービス業でよく使われて言葉である。一見、サービスと同じような言葉に思われるが、サービスとホスピタリティでは観光客と地元住民の関係性が大きく違っている。サービスの語源は、ラテン語のServus（奴隷）である。それが、英語のSlane（奴隷）Servant（召使い）という言葉から発展し、サービスは語源の通り、サービスを受ける立場が主であって、サービスを提供する方は従ということで、主従関係がはっきりしていると言える。一方で、ホスピタリティの語源は、ラテン語のHospics（客人等の保護）である。それが英語のHospital（病院）Hospice（ホスピス）と色々な言葉に発展していった。これらは対価を求めているのではなく、おもてなし・喜びを与えることに重きをおいている点が大きくサービスと違っている。ホスピタリティにおいて重視されるのは、人間性や信条、個性、感性などであり、報酬を求めての行動ではない。おもてなし・喜びを通じて、報酬は結果としてついてくるという考えだからだ。
「ヒト」と「ヒト」の交流の場における観光には、観光客のためにいる地元住民のようなサービス精神の関係よりも、観光客と地元住民の両者で観光を作り上げていくようなホスピタリティ精神の関係のほうが求められると考える。
６－２　ユニバーサルデザインなまち
　観光によるまちづくりにおいて、どのような人にも最大限「まち」の魅力を感じてもらえるようにしなくてはならない。そのためには、老若男女といった年齢や性別の違いに関係なく観光を楽しめるようにすることはもちろんのこと、障害・能力差の有無や、文化・言語・国籍の違いに関わらずに観光を楽しめるようにしなくてはいけない。そこで重要なのがまちのユニバーサルデザイン化である。このユニバーサルデザインとは、先ほど述べたような、あらゆる人種でも利用することのできる施設・製品のデザインのことであり、原則として
1 どんな人でも公平に使えること

2 使う上で自由度が高いこと

3 使い方が簡単で、すぐにわかること

4 必要な情報がすぐにわかる
5 ミスが危険につながらない

6 身体への負担が少ない

7 接近や利用するための十分な大きさと空間を確保すること

以上の７つのことが挙げられている。

　
似たような言葉に「バリアフリー」というものがあるが、この言葉との違いは利用する対象を障害者に限定していない点である。この、対象を限定しないということがポイントであり、誰にでも使える施設・製品だけでなく、誰にでも訪れやすい「まち」のデザインが必要となってくると考える。
例1 まちの中に置かれたベンチ
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例2 ファミリートイレ
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また、単純に建物にエレベーターや広い個室のトイレを設置したからといって誰にでも使いやすいものとは限らない。どこにあるのかわかりづらかったり、それを使うために目的地から大きく離れたりするようではいけない。他にも、「障害者用」「高齢者用」と名づけられた商品や道具などを使用するのに抵抗がある人も存在する。年齢や障害の有無などに関わらず、だれもがさりげなく使えるということもユニバーサルデザインの重要なポイントである。

例3 幅の広い改札
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例4 誰でも利用できる案内板
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例5 誰でも利用できるエレベーター
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６－３　観光によるまちづくりができること

これまで述べてきたこともふまえ、改めて、まちづくりにおいて「観光」を基盤にするということは有効な手段であると考える。なぜならば、観光によるまちづくりによって、どのようにして自分たちの住むまちが観光客から魅力あるまちになるかを考えるようになり、結果として
1 まちの魅力を再認識・再発見し、それを磨くことができる
2 まちとしての機能を向上させることができる

　そして、これら①②は、その地域の住民の生活向上に繋がっていくからである。また、このような取り組みは一回限りのものでなく、繋がるような戦略でなくてはならない。観光のまちとして、施設の整備や、治安の向上、文化政策を行うことでそこに住む人にとっても住みやすいまちになる。また逆に、住民の生活向上のため様々な策を行い、住みよいまちになることは、観光客側にとっても、自分たちの欲求に応える魅力あるまちとなるのである。 
　このように、観光客のための取り組みが地元住民にとっても利益を生み出し、また、地元住民のための取り組みが観光客のためでもあるような、お互いの存在によって作り上げていくのが真の観光によるまちづくりであると考える。民官の協力の下、「まち」が持つ可能性を十分に活かし、地域住民・観光客の両者のことを考えていける観光により、魅力ある「まち」が増えていき、更なる発展を遂げていくことを願っていきたい。
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足の不自由な障害者や高齢者はもちろんのこと、買い物など重い荷物をもった人でも気軽に利用することができる。





車いすの方だけではなく、赤ちゃんのおむつ替えや荷物が多い時、小さな子供で付き添いが必要な方など多くの人が利用できる。





改札の幅が広いことで車いすの人も、スーツケースを持っている人も、健常者と同じように楽に通過することができる。





普通の案内板として設置するだけではなく、、障害者にも使えるよう音声機能や点字が使われている案内板。





車いす専用としないことにより、高齢者や重い荷物を持っている人、妊婦など様々な人が利用できる。


ドアをオレンジと目立たせている。
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